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はじめに 

硫酸銅（Ⅱ）五水和物を純水に溶かした場合の 

「溶けきるまでの時間」について 

理論値の算出 

まとめと今後の展望 

①溶解速度式から理論値を計算する。 

②理論値と実測値とを比べる。 

ノイエスホイットニーの式 

S  =固体（硫酸銅の結晶）の表面積 

C =濃度（モル濃度） 
t =溶かし始めてからの時間  

N=アボガドロ定数 

γ=粒子の半径 

 

 

積分した結果 

まとめ m=1.50(g)の時 
理論値 79.3秒 
実測値 72.5秒 

誤差が生じた。 

今後の展望 

硫酸銅の結晶をより大きくきれいに取り出す研究に着手。    

                           （2014年度） 

  水の温度が高いほど、硫酸銅が水に溶けきるまでの 

  時間が短くなることを自らの実験によって確認！ 

 

理論的に検証可能なのか？ 

インターネットで調べてみると、「ノイエスホイットニーの式」に
出会った。 

動機 

本研究の目的 

ノイエスホイットニーの式 

ノイエスホイットニーの式は 

          各化学量と溶解速度の関係性を表した式 

kは溶解速度定数で 

「ｋが大きいと溶解速度が速い」という関係性がある。 

   今回は質量を変えたが、今後は溶かす硫酸銅(Ⅱ）五水和物 

  の質量を固定して粒の大きさを変え、 

  それによる溶けきるまでの時間の変化を考察する。 

  第44回埼玉私学文化祭で発表 

引用： http://www.yakugaku-tik.com/home/zhi-ji-xuematomemashita/1-1-wu-zhino-rong-jie 

引用：http://www.yakugaku-tik.com/home/zhi-ji-xuematomemashita/1-1-wu-zhino-rong-jie 

硫酸銅(Ⅱ)五水和物が溶解するまでの時間 
～ノイエスホイットニーの式から求められる理論値と実測値の比較と考察～ 

表１．溶かす硫酸銅(Ⅱ)五水和物の質量(g)と各値の関係 

  実測したｔ(s) 
kS C（mol/L） 

0.25(g) 31.7(s) －0.0274 0.0200 0.746 

0.50(g) 47.5(s) －0.0555 0.0399 0.746 

1.00(g) 60.5(s) －0.112 0.0794 0.746 

1.25(g) 70.2(s) －0.143 0.0991 0.746 

1.50(g) 72.5(s) －0.174 
 

α 0.119 0.746 

硫酸銅(Ⅱ)五水和物1.50(g)が溶けきるまでの時間を求める。 

ここで固体の表面積Sは固体の質量mと関係性があると考えた。 

そこで上の四つ（1.50(g)の時を除く））の各値からＥｘｃｅｌを用いて 

グラフを引き、近似直線を引いた。 

測定の際、溶液の温度を293Kに固定し溶質をあらかじめ乳鉢ですりつぶした。 

原因：プロットする点の数の不足 

        溶液の均一化が不完全であったこと。 

         ホコリ等の混入の可能性 
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kS 

回転数、溶媒の温度をデジタル表示するスターラーでの測定 

処理区を増やす。 
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8.6%の誤差 
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